
※総合科学技術会議 ライフサイエンスＰＴ 統合データベースタスクフォース報告書（平成21年5月27日）から抜粋
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Data Sharing Policy
(Statement)

Data Sharing Guideline
（具体的、詳細版）

Human Genetics Data 
Security Policy

（WTSIでのゲノム関連データの
取り扱いについて定めたもの）

Publication Policy
（WT全体のポリシー）

Data Access Committee

Dataの分類・匿名化

Open Managed
(Controlled)

Wellcome Trust 
Sanger Center Each Project

Public DataBank（ENA, EGA)

遵守

遵守

・具体的な手順はすべてプロジェクト
ごとに決定し、遂行

Deposit

Fund

Original
（w/個人情報）

《参考》WellcomeTrustが資金提供したプロジェクトのデータ共有
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情報の爆発と多様化

• データ爆発
-超高性能ゲノム配列決定装置
-コンピュターの性能の伸び（ムーアの法則）を凌駕
-数万を超えるゲノムプロジェクト進行中
-画像、動画データなどゲノム配列以外も急増

• 知識爆発
-論文数 ２,０００万件
-オープンアクセスの拡大

• データベース爆発
-世界 １万
-日本 １千
-解析ツール ２千
-内容も非常に多様化

ライフサイエンスは
peta(1015）

のオーダーの時代に突入
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